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英語教師に求められるコミュニケーション能力
−教職課程の大学生に向けて−
原　田　明　子
１．はじめに
　大学生が指導者として英語教育に関わる機会はさまざまある。だれもがすぐに思い浮か
べるのは中学校・高等学校における英語科の教育実習や、小学校教育実習における外国語
活動であるが、その他にも学童保育や児童会でのボランティア的な英語教育、塾や家庭教
師としてのアルバイトなど、いろいろな形が想定される。実際にそのような機会を経験し、
教育活動の楽しさを味わった人もいれば、失敗して難しさを痛感した人もいることだろう。
　本稿では、教育実習生の英語の授業や学童保育での児童英語活動などの場で、大学生が
どのような事柄に留意して教育活動を行ったらよいかということを、「コミュニケーショ
ン」の観点から考察する。教育実習での研究授業や学童保育での児童英語の取り組みの場
で筆者が見聞した事柄を中心に、大学生が英語教育活動を行う上で陥りやすい問題や工夫
すべき点を振り返ってみようと思う。もちろんこれらは大学生だけの問題ではなく、英語
教師の筆者も日々直面している現実である。そのような自分の日常的な経験も含め、英語
をその本来の姿であるコミュニケーション・ツールとして、どのように教え、学んだらよ
いか、考えてみたいと思う。
２．英語教育とコミュニケーション能力
　2011年改訂の学習指導要領では、2002年の改訂の際の基本方針であった「ゆとり教育」
が全面的に見直され、各教科において、それぞれに関連するリテラシー能力を向上させる
ための、具体的な方策が盛り込まれた。英語に関しては小学校高学年に外国語活動が導入
され、中学校では単語数が900語程度から1200語程度に、授業時間が年間105時間から140
時間に大幅に増加した。高等学校では、英語の授業を基本的に英語で行う方針が打ち出さ
れている。一言で言えば、英語のより高度な「コミュニケーション能力」を養うことが求
められている。
　一方、このような英語の運用能力と同時に、これから実社会に出ようとしている若い世
代の人々には、社会的な対人コミュニケーションの能力を高めることも強く求められてい
る。こちらは広い意味での日本語のコミュニケーション能力である。その原因の一つとし
て、現代の若者の日常生活における世間の狭さ指摘する人もいる。メールやラインを通じ
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て限られた仲間内や家族など、身近な人々とのやり取りが過剰なほど緊密になっている一
方で、その外側の世界―世代や立場、生活圏の違う人々とやりとりする経験が、圧倒的に
不足しているというのだ。
　コミュニケーションを巡る以上の二種類の能力は、もちろん英語を学ぶ側にのみ求めら
れているのではなく、教える側にも求められていることになる。異なる文化や世代、立場
の人々と交流してその人々を理解し、自分を理解してもらうための「コミュニケーション
能力」は、学校の国語や英語の授業で追及される「伝達し合う力」や「コミュニケーショ
ン能力」と全く同じものとは言えないが、さまざまなリテラシー能力と無縁ではない。と
はいえ、国語や英語で良い成績を取った学生・生徒が、必ずしもや実社会や英語圏などの
異文化圏で求められるコミュニケーション能力に秀でているわけでもない。
　以上のような現状を踏まえて、英語の指導者を目指して勉強中の学生たち―英語科の教
育実習生やボランティアで児童英語活動を行っている大学生に目を向けると、学生たちは
教師として必要な英語のコミュニケーション能力と、教育現場で求められる日本語のコ
ミュニケーション能力の、二種類のコミュニケーション能力を身に着ける必要があること
がわかる。このうち、英語のコミュニケーション能力を身に着けるには、それぞれが自分
で研鑽を積む以外に方法はない。一方、教育現場で求められるコミュニケーション能力は、
一人で机に向かって努力しても身に着くものではなく、生徒の学習内容や学習状況を詳し
く知り、教育現場を具体的に知る努力が必要である。教育現場でのコミュニケーションの
内容は、それぞれの活動によって異なっており、教育実習生であれば実習校の先生方と
のコミュニケーション、実習生同士のコミュニケーション、生徒とのコミュニケーション、
場合によっては学校行事の際の保護者とのコミュニケーションなど、多岐にわたっている。
これらはまさに、異なる世代との、いわば学生としての自分の生活圏の外にいる人々との
コミュニケーションということになるが、どれ一つをおろそかにしても教育実習はスムー
ズにいかない。
　中でも、教育実習生にとって中心となる課題は、生徒とのコミュニケーションであろう。
教育実習報告会等での実習生の体験談を聞くと、多くの学生が「生徒の心に寄り添う教師
になりたい」と願い、実習中は休み時間や清掃、課外活動等の場で、自分から生徒たちと
のコミュニケーションを図ろうと努力しているのがわかる。しかし、英語の授業で生徒と
より良いコミュニケーションを図るためにどのような工夫したか、という話はあまり聞か
れない。実習生は、授業を通じての生徒とのコミュニケーションを、果たしてどのように
意識し、実践しているのだろうか。特に、英語はコミュニケーションの科目である。中学
や高校で授業を行うに十分な英語力があることを前提として、さらにどのような工夫が必
要とされるのだろうか。また、そのような授業を行うためにはどんなことに留意して授業
の準備をしたらよいのだろうか。中学・高校における英語の授業や学童保育での英語活動
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の事例を参考に、生徒・児童とのコミュニケーションに留意した授業・指導の在り方を探っ
てみたい。
３．英語の授業を通じた生徒とのコミュニケーション
　コミュニケーションを求める心とは？
　まず、外国語コミュニケーション能力の獲得を目指す科目としての英語と、英語の授業
における指導者と学習者、あるいは学習者間の日常的なコミュニケーションの問題が、実
際の教育現場でどのように関連しているか、いくつかの事例から考察してみよう。
　英語学習の動機とは何だろうか。人が英語を理解できる（聞く・話す・読む・書く）よ
うになりたいと思うのは、だれかと情報交換したい、しかもそれが英語を使ってでなけれ
ばならないという状況がある場合だ。情報の内容は、生き延びるために必要な重大な事実
であることもあれば、自分や相手の微妙な気持ちであることもある。どのような内容で
あれ、人間がコミュニケーションを求める心には熱いものがある。しかし英語を学ぶせっ
かくの機会であるはずの授業の場に、そのような熱い心は存在しない。現実の学校生活で
は、英語学習の動機や目的は、期末試験や受験で高得点を得ることである。それは英語学
習の外的動機づけとしては効果的かもしれないが、この現実の前に、しばしば教師も生徒
も、コミュニケーションの持つ本来の力を忘れてしまっている。忘れられがちなコミュニ
ケーションの力を英語の授業の中で折々に思い起こすことは、教師にとっても生徒にとっ
ても大切な事なのではないだろうか。
　たとえば中学校一年生、二年生の段階では、基本的な文法を定着させるために、繰り返
し口頭練習を行う。これは非常に重要な練習であり、多くの場合、教科書の英文を使って
行われるが、その中に生徒の生活や部活動、趣味、考えを表すものを含めるようにすると、
呪文のような繰り返しから自己表現への道が開ける。生徒によっては自分の事を話したが
らない人もいるのでなかなか難しいが、それらの表現が教室内で伝達の意義のあるものと
なれば、なお素晴らしい。英語のコミュニケーションが、互いの心を開くきっかけとなる
かもしれない。
　また、中学三年生、高校生の年齢になると、生徒たちを取り巻く世界が複雑になってくる。
人間関係や自分自身の事で悩んだり、将来の事や社会に対して不安や不満を抱いたりする
生徒たちも少なくない。しかしこういった一番話したいことは、友達同士、ましてやクラ
スの中では話すことができないのが現実だ。『英語授業への人間形成的アプローチ：結び
育てるコミュニケーションを教室に』では、著者の三浦孝氏の困難校（高校）における英
語の授業の取り組みが紹介されている。英語学習にほとんど興味の無い生徒たちのクラス
で、いじめの問題を取り上げ、自分がいじめに遭っている当事者だったならばどう対処す
るか、仲間がいじめられているのを知ったらどう対処するかなどについて、英語で書かれ
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たいくつかの選択肢を示して生徒たちに考えさせた。その時の、普段は勉強に全く関心を
示さない生徒たちの生き生きとした反応が報告されている。生徒たちの敏感な反応は、英
語での問いかけが自分たちの人生に関係のある身近な、しかし正解の無いものだったから
である。つまり、生徒たちが英語を通じて自分で考え、答えを出さなければならない問い
かけだったのだ。生徒たちにとって意味のあるコミュニケーション活動だったわけである。
　いじめについてのこの授業が成功したのには、もう一つ理由がある。高校生や大学生に
なり、ある程度まとまった英語を理解できるようになると、日本語でははっきり言いにく
い内容でも英語でならば率直に述べられる、という現象が見られるのだ。これは三浦氏も
述べていることだが、筆者も含め、多くの英語教師が経験していることでもある。ある程
度の英語力を備えた高校生を対象にした場合、時事問題や身近な問題について、気にかかっ
ているけれども普段は言いにくいことも、英語では率直な意見を述べることができる。率
直な意見を表現することによって、さらにその先に考えを深めることができる。自分で書
かなかった生徒も、学友の意見を読んだり聞いたりすることで良い刺激を受け、日本語で
のコミュニケーションの機会が生まれる。これは英語でコミュニケーションを行うことに
よって生まれる、予想外のすばらしい点である。
　英語の教材の持つ「意味」について、筆者には忘れられない経験がある。ある大学で、
一般英語の前期の授業が終了した時点で、一人の学生から「もっと意味のある内容を扱っ
てほしい」と学生アンケートに書かれたことがある。自分では、英語の学習としてだけで
なく、学生たちに読んで欲しいと思う内容のテキストを選んだのだが、受講学生の中には
その内容を「意味がない」と感じた人がいたわけである。いろいろ比較し、これが良いと
思って選んだテキストだっただけに、この反応は意外でありショックでもあったが、その
時、自分が学生時代に、英語の授業のテキストに全く同じ感想を持ったことを思い出した。
学生・生徒が意味のあるコミュニケーションを求めるのは当然である。通年の授業であっ
たため、「意味のある内容を」という要望に沿ってテキストを途中で変えることはできな
かったが、残りの学期では、英語学習だけでなくテキストの内容について、もう少し踏み
込んで授業を行った。また、教師の側からの一方通行になることを避けるため、各単元で
最も印象に残った英文を書き取らせ、それについて英語で自分の感想や意見を書かせた。
　「意味のある内容」とは、英語で読んでも日本語で読んでも（聞いても）興味深い内容
である。大学のようにそれぞれの教師がテキストを選ぶ場合、興味深いかどうかという判
断には、自ずと教師自身の価値観が反映されることになる。しかしこれは、教科書が決め
られている中学校の場合でも同様で、例えばオーストラリアに住んだことのある教師であ
れば、オーストラリアの題材が出てきたときに、教科書以外の知識を紹介したり、自分
で撮った写真を見せたりするかもしれない。環境問題に詳しい教師ならば、そのような内
容の単元では、さらに深い内容を伝えることができるかもしれない。いずれにしても教師
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自身が深い意味を持つと思った内容や学生に興味を抱いて欲しいと思った内容は、それら
の意義が系統的に伝わるよう、英語の内容に関すること以外の資料も十分に補って提示し、
より深い理解を求めることが、「意味のある内容」につながるのではないだろうか。
４．英語の授業を通じた生徒とのコミュニケーション
　生徒の心に寄り添う授業とは？
　先に述べたように、教室の中での英語の授業では、本来のコミュニケーションを求める
心が置き去りにされてしまいがちである。教師も生徒も、満点の答案を作成するための効
率的な教え方・覚え方に目が向いてしまいがちだ。ある教育実習生の研究授業を参観した
際に、やはりそのようなことがあった。実習生自身は教科書の内容を生徒たちに伝えよう
と一生懸命なのだが、それが現実の人間関係の中の言語表現として、どう活かされるのか
という点を、十分に伝えていなかった。研究授業に取り組む実習生にとっては、教室の中
が世界と言っても言い過ぎではないので、それも無理はないかもしれない。しかし、言葉
は実際には教室の中での口頭練習と違い、実在する特定の相手に向けて発せられるもので
あることを忘れてはいけない。それによって、相手にさまざまな感情を起こさせるもので
もある。
　たとえば中学二年生のNEW HORIZON 2“Speaking Plus 1”「先生にお願い」（ていね
いに許可を求める、依頼する）の単元を例にとって、授業の進め方のポイントを考えて
みよう（次ページ参照）。この単元では“May I use your pen?”，“Could you read this 
letter for me?”という基本表現に登場する、「～してもよいですか」と目上の人に対して
許可を求める“May I ~?”という問いかけと、「～してくださいませんか」とていねいに
お願いする“Could you ~?”という問いかけを学ぶ。
　すでに一年時のNEW HORIZON 1“Speaking Plus 3”「ちょっとお願い」（許可を求める、
依頼する）という単元で、“Can I open the window?”，“Can you help me?”という基本
表現を学び、「～してもいい？」という気軽に許可を求める問いかけと、「～してくれる？」
という簡単な依頼を求める問いかけを学んでいる。生徒は助動詞canついて、一年時に①
能力・可能の基本的な意味のほか、②許可、③依頼の合計三つの用法を学んでいることに
なる。二年で学ぶ許可とお願いの表現は、一年時のcanの②③の用法の敬語表現と位置付
けられている。敬語表現であることを理解させるために、一年時の「許可を求める、依頼
する」ではベッキーと母の気さくな親子関係、二年時の「ていねいに許可を求める、依頼
する」では一郎とブラウン先生の師弟関係におけるやりとりという形がとられている。
　この単元を教える際に、例文を示して「こちらが普通の表現で、これが丁寧な表現」と
説明しただけでは、生徒の頭の中に「言葉づかい」として定着させることはできない。敬
語表現を使うべきか否かは自分と相手との関係によって決まるのだから、生徒たちにとっ
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て“Can I ~?”“Can you ~?”の表現を使うべき人、“May I ~?”“Could you ~?”の表現
を使うべき人は当然区別されてくる。生徒たちがそれぞれ、具体的に相手を思い浮かべて
練習することで、初めてこの表現は生きてくる。職員室に入室して先生に許可を得たりお
願いをしたりする場面や、自分の家族や友人、部活の先輩とのやりとりのスキットを導入
したり作成させたりすると、英語での敬語表現の意味を理解するとともに、日本語の敬語
表現についての意識も高まるのではないだろうか。
　この単元の授業を行う際には、少なくとも以下の事柄を念頭に置く必要がある。
１）生徒の英語学習の流れを把握する。（この場合は一年時に学んだ内容とのつながり）
２）生徒の日常生活や日常言語を念頭に置く。（生徒は日本語の敬語表現を使い始める年
齢であること）
３）内容が、英語で許可を得たり頼んだりするというcommunicativeなものであり、日常
生活における利用頻度も高い。さまざまな場面が想定され、質問に対する受け答えも含
めて英語をたくさん使わせることが可能である。（一年時に学んだことも含めていろい
ろな場面を設定できる）
　また、丁寧語のcouldは新出単語として登場している。テキストでは触れられていないが、
丁寧な言い方になぜcouldを使うのか、疑問を持った生徒に対しては、わかりやすく説明
できるようにしておかなければならない。
　英語の授業を行う際の以上のような視点を「授業を通じた生徒とのコミュニケーション」
と呼ぶことに、疑問を感じる人もいるかもしれない。しかし、英語の教師が「生徒に寄り
添う」とは、このような事から始まるのではないだろうか。教師が「生徒に寄り添う」場
合、まず生徒の目線に立って、生徒の気持ちや悩みを知ることが求められる。しかしそこ
までの「理解・共感」で終わってしまっては、教師としての仕事とはいえない。教師は生
徒の目線と、常に生徒の成長を願う教師としての目線の両方を持たなければならないのだ。
そうしてみると、実習生が昼休みなどに生徒と話をすることだけでなく、生徒の英語の習
熟度や総合的理解力、成長の度合いを的確に判断し、それを念頭に置いて授業を行うこと
も、生徒の成長と自己表現を促すコミュニケーションとなるはずだ。もちろん、教育実習
での授業は、何事も担当の先生の指示を仰いで行うことが前提である。時間をかけて独自
に工夫したものであっても、実習生の勝手な授業展開は許されるはずがない。しかし、基
本的な姿勢として、言葉はコミュニケーションのためにあるということと、授業を通じて
生徒の成長を促す姿勢を忘れないで欲しい。
５．学習者の成長段階を配慮した指導
　上述の３．４．で示した事例から、英語教育を含めた外国語教育は、生徒の成長を配慮
してこそ、十分な効果を上げることができるといえる。「成長」とは、人間関係や社会性
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に関するものだけではない。外国語のコミュニケーション能力を、広く知られているよう
に、（１）文法能力、（２）談話能力、（３）社会言語的能力、（４）方略能力としてとらえ
れば、母国語のコミュニケーション能力が外国語のコミュニケーション能力の可能性と密
接に結び付いていることは明らかである。日本では2011年度より、文部科学省によって小
学校五・六年生対象の「外国語活動」が必修化され、今後この開始時期を三年生に前倒し
する方針がすでに決定されている。2020年までに三・四年生では週一、二回の「外国語活
動」が必修となり、五・六年生では教科に格上げされて週三回の授業を受け、成績評価も
行われる見通しとなっている。
　英語を使える人材を育てるための国を挙げての取り組みであるが、このような動きに対
して、言語学者や英語教育関係者からの、母国語である日本語が未習熟な児童に対して外
国語である英語を教授することの危険性を指摘する声が、根強く在る。また、小学校段階
で苦手意識を植え付けられて、中学入学時には英語嫌いになっていたというケースも出て
きているという。「外国語活動」のテキストの不備や、何よりも、小学校英語の担い手が
十分に確保されていないという現状もある。小学校英語教育の試みは試行錯誤の段階にあ
り、今後どういう形に落ち着くかはまだわからない。母国語と外国語の二通りのコミュニ
ケーション能力の育成と、その相乗効果によって、子供たちの豊かな成長をいかにして支
えて行くかは、今後の大きな課題といえよう。
　小学校英語教育を巡って、小学校低学年・中学年の生徒たちの成長段階に基づく日本語
能力と英語学習の可能性をどう評価するかで見解が分かれていることからもわかるように、
学習者の成長過程を的確に判断し、適切な教材や指導法を決定することは、非常に重要な、
しかし時として難しい問題である。それは学校の英語科教育の場に限ったことではない。
そのことを痛感した出来事があった。
　小学校低学年、中学年対象の学童保育で、大学生と一緒に児童英語活動を行った時の事
である。この活動では英語の知識を身に着けさせることが目的ではなく、英語を遊びの一
手段と考え、ゲームをしたり、歌ったりダンスをしたりして楽しく過ごしながら英語の楽
しさ、面白さを知ってもらうことを目的としていた。ある年の夏休みに学童保育で英語活
動を行ったときには、三年生と四年生の子供たちが学童のほぼ三分の一を占め、他は一年
生と二年生だった。次の年の夏休みに同じ学童保育を訪れてみると、たまたまその時は三
年生と四年生は一人もおらず、一年生と二年生ばかりだった。
　意外なことに、前年に子供たちが楽しそうに遊んだ時と同じ教材を使ったにもかかわら
ず、英語活動はうまく行かなかった。一年生たちの中には、何を求められているのかわか
らず、遊びを楽しむどころか途方に暮れた顔をしている児童も見られた。遊びの内容が難
しかったわけではない。では何が問題だったのか。児童の表情から、おそらく外国語で遊ぶ、
外国語を使うという事の意味がよく分からなかったのではないかと思う。自分がやってい
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ることがどういうことなのかわからないのに、形だけ同じことを言うよう求められ、困惑
してしまったのだろう。前の年に、三年生、四年生が参加していた時には、先輩たちが楽
しそうに英語の遊びに取り組む様子を見て、一年生も安心して真似をしたのではないだろ
うか。もちろん小学校一年生の児童にとって、英語を使って遊ぶことが不可能というわけ
ではない。しかし、日本語での自己表現がおぼつかない児童の場合、無理に英語を押し付
けても混乱を招くばかりかもしれない。児童の成長段階をもっと深く配慮し、それに合っ
たやり方を準備すべきだったと反省した。
　たとえ簡単な言葉遊びであっても、母国語も外国語も、言葉はコミュニケーションのた
めにある。遊びであっても、言葉は無理のない、柔軟な心で発せられなければならない。
その時の児童の困惑した表情は、今でも忘れられない。言葉を軽々しく扱うことによって
子供たちを傷つけてしまった、と言えるかもしれない。次の回の活動ではもっと無理のな
いメニューを用意し、今度は児童全員に夢中で取り組んでもらえたので、学生ともどもほっ
としたことを覚えている。子供たちが英語を嫌いになってしまわないことを願う。
６．おわりに
　以上のいくつかの事例から明らかなように、英語の教育活動を行う際、言葉とはコミュ
ニケーションのためにあるのだという当たり前のことを忘れてはならない。また、外国語
のコミュニケーション能力の可能性は母国語の能力と結びついており、教育活動の場にお
いても個人的なコミュニケーションの場と同様に、言葉を大事に扱うよう心がけなければ
ならない。言葉は生きており、柔軟な心でやり取りされれば世界を広げ、言語能力を高め
ることができるが、そうでない場合には無関心を醸成し、口を閉ざさせ、それどころかい
たずらに人を傷つけてしまうこともあるのだ。それは母国語も外国語も、授業の場合も個
人的なコミュニケーションの場合も同じである。
　英語教育は、母国語のコミュニケーションの様々な在り方や働きを背景に、それぞれの
学習者が自らの母国語の豊かさを指標としながら、文法能力、談話能力、社会言語的能力、
方略能力から成る英語運用能力を構築していくことを目的としている。英語を指導する立
場に立つ人は、自分の英語能力を高めて行くと同時に、豊かな日本語表現の在り方に留意
し、それをさまざまな方向から英語教育に活かすことが求められているのではないだろう
か。
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